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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　
市
・
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住

民
が
主
役
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
（
小

地
域
福
祉
活
動
）
を
進
め
る
た
め
、
市

内
１
５
５
校（
地
）
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
働
で
、「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

＊
見
守
り
の
し
く
み
＊

　
福
祉
協
力
員
（
概
ね
50
～
１
０
０
世

帯
に
一
人
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
等

が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
町
内
会

等
と
協
力
し
、
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ

る
世
帯
な
ど
へ
の
訪
問
活
動
や
声
か
け

な
ど
を
行
い
ま
す
。

＊
助
け
合
い
の
し
く
み
＊

　
見
守
り
で
発
見
し
た
日
常
生
活
上
の

問
題
の
う
ち
、
臨
時
的
な
も
の
な
ど

は
、
ニ
ー
ズ
対
応
チ
ー
ム
（
地
域
助
け

合
い
班
）
を
つ
く
り
、
で
き
る
範
囲
で

手
助
け
を
し
ま
す
。

＊
話
し
合
い
の
し
く
み
＊

　
見
守
り
、
助
け
合
い
を
進
め
る
中
で

出
て
き
た
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
や
団
体
と
一
緒
に
話
し
合
い

（
連
絡
調
整
会
議
）
を
行
い
、
問
題
解

決
の
方
法
や
役
割
分
担
を
検
討
し
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
見
守
り
活
動

～
『
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
～

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
の
自
粛
の
動
き
は
、
地

域
の
様
々
な
支
え
あ
い
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
中
井
校
区
で
も
２
月
か
ら
サ
ロ
ン
活

動
を
中
止
に
し
た
り
、
福
祉
協
力
員
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
訪
問
活
動
を

自
粛
す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
見
守
り
対
象
世
帯
等
の
安

否
や
閉
じ
こ
も
り
の
懸
念
か
ら
、
中
井

校
区
社
協
福
祉
協
力
委
員
会
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
サ
ロ
ン
や

訪
問
活
動
を
調
整
し
て
い
る
民
生
委
員

が
中
心
と
な
り
、「
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

４
月
か
ら
毎
月
見
守
り
対
象
世
帯
に
配

布
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
チ
ラ
シ
に
は
、
毎
月
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
様
々
な
生
活
情
報
や

注
意
喚
起
の
ほ
か
に
、「
あ
な
た
は
独

り
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
地
域
活
動
者
か

ら
の
、
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
チ
ラ
シ
に

返
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
記
載
欄
を
設
け
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
返
信
が
あ

り
、
こ
れ
ま

で
把
握
し
て

い
な
か
っ
た

新
た
な
生
活

課
題
の
発
見

も
で
き
た
そ

う
で
す
。

　「
地
域
の

人
の
こ
と
を

想
い
、
自
分

た
ち
に
何
か

で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と

考
え
、
知
恵

や
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い

な
が
ら
積
極

的
に
活
動
す

る
姿
勢
こ
そ

が
中
井
校
区

の
見
守
り
活

動
の
強
み
で

あ
る
。
地
域
の
声
や
お
互
い
の
気
づ
き

に
応
え
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
地
域

の
つ
な
が
り
を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
今
後
も
訪
問
活
動
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。」
と
、
中
井
校
区
社
協

の
後
藤
会
長
は
語
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
直
接
の
訪
問
や
支

援
が
難
し
い
状
況
の
中
、「
直
接
会
う

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
見
守
っ
て
い

ま
す
！
」
と
い
う
中
井
校
区
の
み
な
さ

ん
の
温
か
い
心
は
、
た
と
え
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
越
し
で
も
、
一
枚
の
紙
を
通
じ
て

で
あ
っ
て
も
、
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り



【2】第160号 令和２年７月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

⑬
小
倉
中
央
校
区

　
　
　
　
堺
町
　
野
上  

嗣
之

�
日
明
校
区
　
井
生  
猛
志

�
南
小
倉
校
区
　
三
浦  

明
徳

⑮
桜
丘
校
区
　
井
地  

英
人

�
中
島
校
区
　
苅
北  

憲
佳

⑯
三
郎
丸
校
区
　
木
村  

年
伸

⑳
中
井
校
区
　
後
藤  

昭
二

⑲
富
野
校
区
　
梅
野 

秀
麻
呂

⑭
小
倉
中
央
校
区

　
　
　
天
神
島
　
下
田  

善
行

⑫
小
倉
中
央
校
区

　
　
　
　
米
町
　
肝
付  

太
郎

⑱
城
野
校
区
　
中
杉  

長
男

⑪
霧
丘
校
区
　
立
花  

三
男

�
南
丘
校
区
　
梶
　
　
務

⑰
寿
山
校
区
　
黒
川  

健
次

�
西
小
倉
校
区
　
日
高
　
徹



第160号【3】令和２年７月15日 小倉北区社会福祉協議会だより
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⑨
貴
船
校
区
　
醒
井  

重
政

⑩
清
水
校
区
　
福
田  

義
憲

⑧
中
井
校
区
北
小
倉
　
廣
木  
直
利

⑦
今
町
校
区
　
福
丸  

清
生

⑥
井
掘
校
区
　
柏
木
　
作

②
足
原
校
区
　
金
子  

輝
子

①
藍
島
校
区
　
二
見
　
隆

③
足
立
校
区
　
緒
方  

直
文

④
泉
台
校
区
　
村
上  

隆
彦

⑤
到
津
校
区
　
村
上  

嗣
英

1

23
8

20
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5 10 21

9
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7

心
と
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

～
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う
～

　
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
日
頃
よ
り
助
け
合
い
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
小
倉
北
区
の
25
校
区
社
協
の
会
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
校
区
の
み
な
さ
ま
へ
明
る
く
前

向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

小 倉 北 区



【4】第160号 令和２年７月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

　
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
・

食
料
品
の
寄
贈
　

　
㈱
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

よ
り
、
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
支
援
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
の
趣
意
で
「
さ
ん

ま
水
煮
缶
詰
（
１
箱
24
缶
入
）」
60
箱

を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
善
意
の
品
は
、
小
倉
北
区
内
の

生
活
困
窮
世
帯
や
子
ど
も
食
堂
を
は
じ

め
、
依
存
症
回
復
や
社
会
復
帰
を
支
援

す
る
団
体
な
ど
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
10
箱
は
、
今
町
校
区
社
協

を
通
じ
て
日
本
語
学
校
「
北
九
州
日
本

文
化
学
院
」
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
様
々
な
団
体
や
施
設
と
の
協
働
を

進
め
る
今
町
校
区
で
は
、
同
学
院
と
合

同
文
化
祭
を
行
な
う
な
ど
親
交
を
深
め

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
影
響
な
ど
で
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
が
減
収
し
生
活
に
困
っ
て
い

る
外
国
人
留
学
生
の
状
況
を
聞
き
及

び
、
今
回
の
支
援
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

◆
福
祉
へ
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
2
年
6
月
30
日
ま
で
受
付
分
　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）　

 

篤
志
寄
付 

　
㈱
サ
ン
リ
ブ
到
津
店

　
小
倉
北
区
切
手
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
三
ヶ
島
　
せ
つ
子

　
匿
名
　
　
　
　
三
件

◆
社
協
会
員
へ
の
ご
協
力

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
2
年
6
月
30
日
ま
で
受
付
分
　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）　

【
個
人
会
員
】

《
中
島
校
区
》

　
苅
北
　
憲
佳
　
　
　
中
村
　
勝
重

　
山
本
　
誠
　
　
　
　
亀
嶋
　
康
俊

《
小
倉
北
区
役
所
》

　
二
上
　
員
好
　
　
　
西
尾
　
典
弘

《
小
倉
中
央
校
区
堺
町
》

　
米
谷
　
元
則
　
　
　
野
上
　
嗣
之

《
南
丘
校
区
》

　
梶
　
　
務
　
　
　
　
木
村
　
俊
行

　
榮
　
幸
子
　
　
　
　
梶
原
　
芳
博

　
仁
科
　
芳
江
　
　
　
白
潟
　
国
道

　
馬
場
　
博

《
日
明
校
区
》

　
井
生
　
猛
志
　
　
　
太
田
　
徹
臣

　
嘉
村
　
正
隆
　
　
　
中
北
　
一
紀

　
木
村
　
耕
三
　
　
　
木
村
　
啓
子

　
平
田
　
隆
子
　
　
　
渡
辺
　
博
昭

　
安
達
　
幹
雄
　
　
　
萩
本
　
幸
恵

　
長
山
　
鎮
次
　
　
　
太
田
　
保

《
貴
船
校
区
》

　
醒
井
　
重
政
　
　
　
杉
野
　
忠
孝

　
濵
田
　
美
佐
　
　
　
大
谷
　
幸
司

　
木
下
　
美
和
子
　
　
堤
　
千
恵

　
椛
島
　
広
光
　
　
　
吉
田
　
伸

　
木
下
　
久
美
子
　
　
長
谷
川
　
康
寿

《
足
原
校
区
》

　
金
子
　
輝
子
　
　
　
橋
田
　
由
子

　
今
泉
　
保
子
　
　
　
金
子
　
由
佳
里

　
金
子
　
真
介

《
桜
丘
校
区
》

　
井
地
　
英
人
　
　
　
富
永
　
雪
枝

《
寿
山
校
区
》

　
黒
川
　
健
次

《
城
野
校
区
》

　
中
杉
　
長
男
　
　
　
武
田
　
勝
春

　
中
村
　
豪
俊
　
　
　
櫨
本
　
春
義

　
斉
藤
　
弘
　
　
　
　
平
井
　
茂

　
田
園
　
直
樹

《
井
掘
校
区
》

　
柏
木
　
作
　
　
　
柏
木
　
五
十
鈴

《
小
倉
中
央
校
区
米
町
町
内
会
》

　
米
町
第
一
　
　
　
　
米
町
第
二

　
米
町
第
三
　
　
　
　
新
米
町

　
京
町
第
一
　
　
　
　
京
町
第
二

　
京
町
第
三
　
　
　
　
京
町
第
四

　
京
町
第
五
　
　
　
　
新
京
町

　
旧
旭
町
　
　
　
　
　
小
倉
駅
前

　
魚
一
銀
天
街
商
店
会

　
魚
町
通
商
店
街

　
中
央
銀
座
　
　
　
　
船
頭
町

　
博
労
町
　
　
　
　
　
浅
野
第
一

　
浅
野
第
二
　
　
　
　
東
海
岸

　
東
浅
野
　
　
　
　
　
浅
野
町

　
末
広
第
一
　
　
　
　
末
広
第
二

　
長
浜
中
ノ
丁
　
　
　
長
浜
東
ノ
丁

　
長
浜
先
ノ
丁
　
　
　
長
浜
宮
ノ
丁

　
鳥
町
食
道
街
　
　
　
砂
津
東
本
町

　
南
山
越
町
１
丁
目

　
南
山
越
町
２
丁
目

　
京
町
サ
ン
ハ
イ
ツ

　
北
山
越

《
富
野
校
区
》

　
梅
野
　
秀
麻
呂
　
　
藤
家
　
和
夫

　
德
永
　
日
出
城
　
　
岩
本
　
百
合
子

　
堤
　
ミ
エ
子
　
　
　
中
村
　
鈴
子

　
新
井
　
節
代
　
　
　
中
村
　
豊
子

　
花
見
　
正
昌
　
　
　
吉
村
　
美
津
子

　
土
井
　
之
人

《
今
町
校
区
》

　
竹
澤
　
稔
　
　
　
　
間
庭
　
修
二

　
宮
﨑
　
徹
志
　
　
　
福
丸
　
清
生

　
渡
邉
　
尚
美
　
　
　
小
野
　
善
孝

　
大
司
　
洋
太
　
　
　
渡
邉
　
正
信

　
藤
𠩤
　
香
代
子
　
　
大
瀬
良
　
健
一

　
福
丸
　
律
子

《
霧
丘
校
区
》

　
立
花
　
三
男
　
　
　
高
瀬
　
俊

　
月
川
　
一
美
　
　
　
石
橋
　
明
一

　
小
川
　
徹

《
小
倉
北
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
》

　
大
串
　
信
義
　
　
　
大
串
　
容
子

　
大
串
　
太
　
　
　
　
大
串
　
梨
穂
子

　
山
﨑
　
忠
昭
　
　
　
香
田
　
小
芧

　
水
野
　
勢
津
代
　
　
山
田
　
定
子
　

　
河
野
　
光
博
　
　
　
山
本
　
律
子

　
濱
﨑
　
俊
和

【
団
体
会
員
】

　
小
倉
中
央
校
区
天
神
島
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
北
区
Ｓ
Ｃ
連
合
会

　
社
会
福
祉
法
人
　
薫
会

　
日
明
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
中
島
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
中
央
校
区
堺
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
北
区
連
合
婦
人
会

　
南
丘
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
南
小
倉
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
貴
船
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
足
原
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
桜
丘
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
寿
山
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
寿
山
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
寿
山
校
区
自
治
連
合
会

　
藍
島
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
城
野
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
泉
台
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
西
小
倉
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
井
掘
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
中
央
校
区
米
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
富
野
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
今
町
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
霧
丘
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
中
井
校
区
北
小
倉
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
北
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　
到
津
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
北
保
護
区
保
護
司
会

福丸会長（右）より小野校長へ贈呈

留学生のみなさんに温かい支援の手が届きました
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小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより 第 40 号
小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

ひまわりねっと

介護支援ボランティア事業とは？
　高齢者の健康維持と生きがいづくりを目的とした北九
州市の事業で、65歳以上の方が特別養護老人ホームな
どの介護保険施設等でボランティア活動を行った場合
にポイントを付与し、貯まったポイントを換金又は寄
付することができるものです。
どうやって始めたらいいの？
　はじめに研修（２時間
程度）を受けていただ
きます。活動を始める
方はボランティア登録が
必要です。小倉北区で
は下記の日程で研修会
を開催する予定です。
ぜひご参加下さい !

日時：令和2年9月9日（水）14：00 ～ 16：00
場所：男女共同参画センター・ムーブ５階 小セミナールーム

（小倉北区大手町11–4）
対象：65歳以上の市民
申込み・問合せ：小倉北区ボランティア・市民活動センター

（562－2051）まで　

令和元年度  小倉北区ボランティア・市民活動センター事業報告
　令和元年度 小倉北区ボランティア・市民活動センターでは、住民の自主活動を推進する中核的な
支援機関として、日々の活動ニーズのコーディネートを軸に次のような取り組みを実施しました。

●ボランティア相談業務	 3,276件
　・活動希望・依頼	 1,182件
　・送迎申込 ･コーディネート	 1,507件
　・腕自慢	 23件
　・体験学習・養成講座	 86件
　・その他	 478件
●シルバーひまわりサービス事業	 571件
　・利用登録	 85件
　・利用件数	 486件
●各種ボランティア登録数	 168名
　・送迎VO	 119名
　・演芸VO	 49名
●各種研修・講座
　・65歳からのボランティア入門講座（12名：10/2）
　　　「やってみようボランティア活動」
　・ボランティア養成講座（56名：R2.1/24）
　　　「いつまでも元気で！

～笑って、楽しくレクリエーション～」

●啓発活動
　・広報誌「ひまわりねっと」発刊（年4回）
　　　令和元年度（第36号～ 39号）
　　　発刊部数：28万部（70,000部×4回）
●福祉用具の貸出し	 64件
　・車椅子貸出し	 57件
　　＊目途：通院、買い物、付添い、旅行など
　・高齢者擬似体験セット貸出し	 6件
　　＊貸出先：学校、企業など
　・点字盤その他貸出し	 1件
　　＊貸出先：学校、施設など
●関連団体等との連携推進・ネットワーク強化
　・小倉北区ボランティア連絡協議会の活動支援
　　　（総会、例会、視察研修、各1回）
　・市、区社協及び行政との連携強化
　　　（小倉北区子どもまつり出店／入場者18,000人）
●ボランティア保険
　・活 動 保 険（申請253件、延べ		4,359人）
　・行事用保険（申請165件、延べ16,033人）

VCコーディネーター紹介
　4月1日からボランティアセン
ターのリングに参上しました“ダイ”
です。
　今、地域ではみなさんのボラン
ティアパワーが必要です。地域の
ため、ご自身の生きがい活動のた
めにセンターのタッグパートナーに
なってください。（素顔はいずれ！）

【体験感想】
　高齢者施設で初めて介護ボランティア活
動を体験しました。洗髪後の頭にドライヤー
をかける時の緊張感は今も忘れない。これか
らも頑張ります。（Ｋさん／大手町）
　筋トレを始める高
齢者に、「ファイト!」
と掛ける声が、“トレ
ーナー”みたいでや
りがい感120%！
　また、行きます。
（Ｓさん／緑ヶ丘）

ﾀｲ゙・ ｶﾞ ‐ﾏｽｸ
参上！

介護支援ボランティア  始めませんか？
65歳からできる
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収集ボランティア
〜 ご協力ありがとうございます 〜

●	小倉北体育館　　　　　　●	新門司体育館
●	北九州シティホーム　　　●	島　友之
●	南丘校区	松ヶ丘町内会　　●	清水市民センター
●	三ヶ島せつ子　　　　　　　（順不同・敬称略）

今
日

夕
食

何
が
い
い
？

今
日

夕
食

何
が
い
い
？

と
り
あ
え
ず

　マ
ス
ク…

了
解
し
た

感染第２波 ! ?

ソーシャルディスタンス？

続
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す

ま
た

ー
!?

親しき仲にも

　シルバーひまわりサービス事業
において、長年にわたり利用者を
安全かつ快適に送迎してきた運転
ボランティアの永井努さんが、この
たびご退任されました。安全な運

行を目的に運転ボランティアの上限年齢を75歳とした本
事業の規定改正を受けたものです。
　これまでのご活躍・ご功績に対し、ささやかながら感謝状が贈られました。
本当にありがとうございました。
　永井さんにはこれまでの経験やみなさんに慕われるお人柄を活かして、今後
は同乗ボランティアとしてご助力いただきます。よろしくお願いします！

スポットライトではボランティ
アさんの活躍を紹介します。

シルバーひまわりサービス事業とは？
　家庭において外出することが困難な
高齢者の通院、買物などにボランティア
が福祉車輌で送り迎えのお手伝いをす
るサービスです。運転と同乗のボランティ
アがふたり一組になって活動します。
　当センターでは、協力いただけるボラ
ンティアさんを募集しています！　まず
は、体験乗車から始めてみませんか？

　お問合せ：小倉北区ボランティア・市民活動センター　℡５６２－２０５１

ボランティアセンターでは、古切手・プルタブ
等を集めて換金し、地域福祉に役立てます。

スポット
ライト

円　満


